
共
同
研
究
の
経
緯
と
概
要

日
高
薫

1
　
目
　
的

　
本
書

は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
、
一
九
九
六
年
度
か
ら
一
九
九
八
年
度
に
か

け
て
実
施
し
た
共
同
研
究
「
「
つ
く
り
物
」
の
総
合
的
研
究
」
の
報
告
書
で
あ
る
。

　
「
つ
く
り
物
」
と
は
、
儀
礼
・
祭
礼
の
際
に
、
飾
り
も
の
・
見
せ
も
の
と
す
る
目

的
で
造
ら
れ
る
人
工
的
な
造
形
物
を
さ
す
。
種
々
の
人
形
や
物
を
趣
向
を
こ
ら
し
て

配
置
し
た
洲
浜
や
、
山
車
・
山
鉾
な
ど
の
上
に
飾
ら
れ
る
山
に
見
立
て
た
つ
く
り
山
、

造
花
、
つ
く
り
枝
な
ど
、
「
風
流
（
ふ
り
ゅ
う
）
」
の
語
で
表
さ
れ
る
飾
り
も
の
か
ら
、

能
の
道
具
立
て
で
あ
る
舟
・
山
・
宮
・
釣
鐘
な
ど
の
舞
台
装
置
な
ど
、
古
代
か
ら
現

代

に
至
る
ま
で
、
階
層
を
問
わ
ず
多
彩
な
展
開
が
見
ら
れ
る
。

　
「
つ
く
り
物
」
の
語
は
、
「
作
」
「
造
」
の
漢
字
を
あ
て
て
、
古
代
か
ら
文
献
上
に
頻

繁
に
登
場
し
て
お
り
、
と
く
に
貴
族
社
会
に
お
け
る
歌
合
行
事
の
よ
う
な
文
化
的
催

事
や
、
儀
式
な
ど
の
飾
り
も
の
と
し
て
発
展
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
思

想

的
背
景
に
は
、
道
教
・
仏
教
な
ど
外
来
の
思
想
に
加
え
て
、
民
間
信
仰
が
か
ら
み

あ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
早
い
時
期
か
ら
、
民
衆
の
間
に
広
ま
り
、
多
彩
な
展
開

を
示
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
幅
広
い
階
層
に
お
い
て
発
達
し
た
つ
く
り
物
の
文
化
は
、
し
た
が
っ

て
、
多
種
多
様
で
あ
り
、
そ
の
定
義
や
分
類
も
あ
い
ま
い
な
ま
ま
に
お
か
れ
て
い
る

の

が
現
状
で

あ
る
。
ま
た
、
つ
く
り
物
に
関
す
る
研
究
は
、
芸
能
史
や
文
化
史
の
分

野

を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
個
々
の
祭
礼
行
事
を

構
成
す
る
一
要
素
と
し
て
つ
く
り
物
に
言
及
す
る
例
が
多
く
、
個
別
研
究
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
当
該
領
域
の
研
究
が
は
か
ば
か
し
い
発
展
を
遂
げ
な
か
っ
た
原
因
の
一
つ
は
、
従

来
の
研
究
分
野
の
境
界
に
あ
た
る
領
域
に
位
置
し
て
い
た
点
に
あ
ろ
う
。
芸
能
史
研

究
に
お
い
て
は
、
祭
礼
自
体
の
流
れ
や
、
現
象
と
し
て
の
風
流
、
す
な
わ
ち
踊
り
や

音
楽
な
ど
の
側
面
が
と
く
に
注
目
さ
れ
、
物
質
的
要
素
に
は
あ
ま
り
注
意
が
払
わ
れ

て

こ
な
か
っ
た
傾
向
が
あ
る
。
一
方
、
美
術
史
に
お
い
て
は
、
従
来
、
西
洋
美
術
史

の
枠
組
み

に
お
け
る
、
ハ
イ
ア
ー
ト
・
ロ
ー
ア
ー
ト
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
支
配
的
で

あ
り
、
「
美
術
」
の
範
疇
に
含
め
ら
れ
な
い
つ
く
り
物
が
研
究
対
象
と
な
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
得
な
か
っ
た
。
原
則
と
し
て
造
り
棄
て
ら
れ
る
運
命
に
あ
る
つ
く
り

物
の
遺
品
の
乏
し
さ
も
、
研
究
を
極
め
て
困
難
に
し
て
き
た
。

　
本
研
究

は
、
こ
れ
ら
多
岐
に
わ
た
る
つ
く
り
物
の
歴
史
を
、
美
術
工
芸
史
・
芸
能

史
・
民
俗
学
・
文
化
史
な
ど
の
視
点
か
ら
総
合
的
に
と
ら
え
、
当
該
領
域
の
研
究
の

端
緒
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
源
流
や
思
想
的
背
景
、
造
形

的
特
質
と
時
代
的
変
遷
、
地
域
的
展
開
、
外
国
（
中
国
・
西
洋
）
に
お
け
る
つ
く
り

物
と
の
比
較
な
ど
の
諸
問
題
を
解
明
し
、
同
時
に
、
従
来
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
「
つ

く
り
物
」
の
定
義
と
分
類
を
試
み
る
こ
と
が
当
初
の
目
的
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
つ
く
り
物
は
、
↓
般
民
衆
に
お
よ
ぶ
広
い
階
層
に
お
い
て
、
古
代
か
ら
現
代
に
わ

1
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た
る
長
期
間
続
い
て
き
た
文
化
で
あ
り
、
民
衆
の
歴
史
を
主
な
研
究
テ
ー
マ
と
し
て

掲
げ
て
き
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
共
同
研
究
の
課
題
と
し
て
と
り
あ
げ
た
意
義

は
深
い
。
三
年
間
と
い
う
研
究
期
間
は
、
幅
広
い
問
題
を
総
合
的
に
と
ら
え
る
に
は

短
く
、
当
初
の
目
的
を
達
成
し
た
と
は
言
い
難
い
が
、
今
後
の
研
究
の
展
望
と
問
題

点
を
提
示
す
る
役
割
は
果
た
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

2

研
究
組
織

相
蘇
一
弘

泉
　
　
万
里

稲
城
信
子

植

木

行
宣

加
藤
悦
子

木
下
直
之

坂

本
　
　
満

佐
野
み
ど
り

玉

轟

敏

子

辻
　
　
惟
雄

東
野
治
之

服

部

幸
雄

福
間
裕
爾

安
村
敏
信

山
本
祐
子

米

田
　
　
実

橋

本

裕
之

日
高
　
　
薫

福
原
敏
男

丸
山
伸
彦

大
阪
市
立
博
物
館

神
戸
市
看
護
大
学

元
興
寺
文
化
財
研
究
所

立
命
館
大
学
文
学
部

玉

川
大
学
文
学
部

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

聖
徳
大
学
人
文
学
部

成
城
大
学
文
芸
学
部

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館

千
葉
市
美
術
館

大
阪
大
学
文
学
部

千
葉
大
学
文
学
部

福
岡
市
博
物
館

板
橋
区
立
美
術
館

名
古
屋
市
博
物
館

水
口

町
立
歴
史
民
俗
博
物
館

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
民
俗
研
究
部

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
情
報
資
料
研
究
部

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
民
俗
研
究
部

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
情
報
資
料
研
究
部

（研
究
代
表
者
）

3
　
経
　
過

三

九
九

六
年
度
】

第
1
回
研
究
会

第
2
回
研
究
会

第
3
回
研
究
会

三

九
九
七
年
度
】

第
一
回
研
究
会

第
二
回
研
究
会

第
三
回
研
究
会

（所
属
は
、
一
九
九
八
年
度
現
在
）

一
九
九

六

年
六
月
二
十
二
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

日
高
　
　
薫
　
「
共
同
研
究
の
課
題
と
意
義
」

辻

　
惟
雄
「
風
流
の
「
作
り
物
」
ー
そ
の
展
開
に
つ
い
て
」

討
論
　
　
　
　
「
つ
く
り
物
研
究
の
現
状
把
握
」

一
九
九

六

年
九
月
二
十
二
日
～
二
十
三
日
　
富
山
県
福
岡
町
ほ
か

植

木

行
宣
「
風
流
拍
子
物
と
山
鉾
の
祭
り
」

泉
　
　
万
里
　
コ
メ
ン
ト

木

下

直
之
「
つ
く
り
物
の
近
況
報
告
」

現
地
見
学
　
　
富
山
県
福
岡
町
の
「
つ
く
り
も
ん
」

一
九
九
七

年
三
月
十
五
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

稲

城
信
子
「
仏
教
法
会
と
つ
く
り
花
」

佐
野
み
ど
り
　
「
風
流
作
り
物
」

東
野
治
之
コ
メ
ン
ト

一
九
九
七

年
十
一
月
十
五
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

福

間
裕
爾
「
祭
り
に
お
け
る
か
ざ
り
の
伝
播
」

東
野
治
之
「
大
嘗
会
の
つ
く
り
物
」

一
九
九

八
年
一
月
三
十
一
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

泉
　
　
万
里
　
「
鍾
旭
と
鹿
馬
　
月
次
祭
礼
図
模
本
（
東
博
蔵
）
に

　
　
　
　
　
　
み
え
る
風
流
に
つ
い
て
」

米
田
　
実
「
近
世
近
江
の
曳
山
と
作
り
物
に
つ
い
て
」

一
九
九

八
年
三
月
七
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

山
本
祐
子
　
「
近
世
名
古
屋
の
つ
く
り
物
」

2
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三

九
九

八
年
度
】

第
一
回
研
究
会

第
二
回
研
究
会

第
三
回
研
究
会

4
　
成
　
果

相
蘇
一
弘
　
「
近
世
大
坂
の
つ
く
り
物
」

一
九
九

八
年
七
月
四
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

橋

本

裕

之

「花
笠
の

ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
田
楽
法
師
の
プ

　
　
　
　
　
　

ラ
ク
テ
ィ
ス
」

木

下

直
之
コ
メ
ン
ト

福

原
敏
男
　
「
練
物
の
話
　
－
岡
山
東
照
宮
祭
礼
の
祭
礼
練
物
」

一
九
九

八
年
九
月
十
二
日
～
十
四
日
　
花
巻
市
・
盛
岡
市
・
青
森

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
三
戸
町

現
地

見
学
　
　
岩
手
県
花
巻
市
の
花
巻
祭

　
　
　
　
　
　
青
森
県
三
戸
町
の
三
戸
祭

　
　
　
　
　
　
岩
手
県
盛
岡
市
の
盛
岡
祭

一
九
九
九
年
三
月
二
十
七
日
～
二
十
八
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

館

安
村
敏
信

木
下
直
之

日
高
　
　
薫

坂

本
　
　
満

加

藤
悦
子

玉

姦

敏

子

「織
ら
れ
た
絵
」

「戦
争
の
つ
く
り
も
の
」

「置
物
と
つ
く
り
物
」

「プ

レ
セ
ピ
オ
の
つ
く
り
物
」

「竹
の
風
流
」

「茗
謙
の
飾
り
も
の
」

　
つ
く
り
物
に
関
し
て
は
、
従
来
、
文
化
史
、
芸
能
史
、
民
俗
学
な
ど
の
研
究
者
に

よ
っ
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
個
別
分
野
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
つ

て

い

た
。
ま
た
、
つ
く
り
物
は
、
精
巧
な
細
工
を
と
も
な
う
造
形
物
で
あ
る
た
め
、

美
術
工
芸
史
の
分
野
と
の
関
連
も
き
わ
め
て
深
い
が
、
つ
く
り
物
の
も
つ
仮
設
的
な

性
格
、
す
な
わ
ち
作
っ
て
す
ぐ
に
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
性
格
に
起
因
し
て
、

遺
品
に
乏
し
く
、
実
物
資
料
の
観
察
を
重
視
す
る
美
術
史
の
研
究
対
象
と
さ
れ
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
第
一
回
の
研
究
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
分
野
に
お
け
る
つ
く
り
物
研

究
の
現
状
を
確
認
し
あ
い
、
従
来
の
研
究
に
お
け
る
問
題
点
を
整
理
し
た
。
そ
の
結

果
、
（
1
）
古
代
か
ら
中
世
に
お
け
る
つ
く
り
物
の
起
源
と
展
開
、
（
2
）
近
世
都
市

の

発
達

と
つ
く
り
物
の
変
容
（
3
）
東
ア
ジ
ア
的
視
点
か
ら
見
た
つ
く
り
物
、
（
4
）

従
来
の
つ
く
り
物
研
究
の
限
界
と
今
後
の
実
証
的
な
研
究
の
必
要
性
な
ど
の
問
題
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

以
後
の
研
究
会
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
の
い
ず
れ
か
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
各
研

究
分
野
の
立
場
か

ら
の
発
表
を
行
い
、
こ
れ
に
対
し
て
異
分
野
の
研
究
者
が
コ
メ
ン

ト
す
る
形
式
で
進
め
ら
れ
た
。

　
（
1
）
つ
く
り
も
の
の
起
源
と
そ
の
展
開
に
関
し
て
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た

よ
う
な
民
俗
学
的
祖
形
ば
か
り
で
な
く
、
中
国
・
朝
鮮
か
ら
の
直
輸
入
的
要
素
が
強

い

の

で

は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
、
今
後
の
研
究
に
向
け
て
新
た
な
方
向
性

が
示
さ
れ
た
。

　
（
2
）
近
世
の
都
市
文
化
と
と
も
に
発
達
し
た
祭
礼
に
お
け
る
つ
く
り
物
と
そ
の

変
容
に
関
し
て
は
、
最
も
個
別
研
究
が
進
ん
で
い
る
分
野
で
あ
る
。
各
地
方
で
行
わ

れ
て

い

る
祭
礼
に
即
し
た
詳
細
な
報
告
が
な
さ
れ
、
中
心
か
ら
周
辺
域
、
あ
る
い
は

地
域
間
で
の
つ
く
り
物
文
化
の
伝
播
の
様
相
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
見

学
会
に
お
い
て
、
実
際
に
祭
礼
を
調
査
し
な
が
ら
異
な
る
分
野
の
研
究
者
間
で
意
見

交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
祭
礼
に
お
け
る

つ
く
り
物
を
総
合
的
な
視
野
か
ら
と
ら
え
て
い
く
こ
と
と
、
都
市
芸
能
（
能
・
歌
舞

伎
）
と
祭
礼
・
民
俗
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
て
い
く
う
え
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

つ
く
り
物
を
と
ら
え
て
い
く
作
業
で
あ
る
。

　
（
3
）
中
国
、
西
洋
な
ど
、
日
本
以
外
の
地
域
に
お
け
る
つ
く
り
物
と
の
比
較
と

い
う
問
題
は
、
そ
の
対
象
と
な
る
領
域
が
広
範
す
ぎ
る
た
め
、
い
ま
だ
不
明
な
点
を

残
す
結
果
と
な
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
つ
く
り
物
は
日
本
固
有
の
も
の
で
は
な
く
、

3
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そ
の
起
源
を
他
の
ア
ジ
ア
に
た
ど
れ
る
も
の
も
多
い
。
ま
た
、
西
洋
に
あ
る
同
種
の

も
の
の
中
に
は
、
基
本
的
に
同
じ
構
造
を
も
つ
も
の
も
多
い
が
、
多
く
の
事
例
を
挙

げ
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
と
と

も
に
、
日
本
に
お
け
る
つ
く
り
物
文
化
の
展
開
の
特
質
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
究
明
し

て

い

く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
つ
く
り
物
に
多
く
見
ら
れ
る
異
国
趣
味
（
唐
子
な
ど
）

の

要
素
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

　
（
4
）
つ
く
り
物
研
究
の
方
法
論
的
問
題
は
、
従
来
の
聖
な
る
山
、
あ
る
い
は
依

代

と
い
っ
た
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
中
心
の
研
究
で
は
、
も
は
や
限
界
が
あ
る
と
い
う
点
で

意
見
が
一
致
し
た
。
つ
く
り
物
の
研
究
は
、
こ
と
ば
と
し
て
表
さ
れ
た
つ
く
り
物
（
文

献
資
料
か
ら
の
分
析
）
、
描
か
れ
た
つ
く
り
物
（
主
に
後
世
の
絵
画
資
料
か
ら
の
分

析
）
、
伝
承
さ
れ
た
つ
く
り
物
（
現
在
行
わ
れ
て
い
る
民
俗
行
事
か
ら
の
分
析
）
な

ど
を
総
合
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
実
証
的
な
研
究
の
段
階
に
到
達
す

る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
今
回
の
研
究
会
に
お
い
て
は
、
文
献
資
料
の
綿
密
な
考
証

に
よ
っ
て
、
新
た
な
知
見
が
実
際
に
得
ら
れ
た
点
が
意
義
深
く
、
今
後
の
歴
史
研
究

者
に
よ
る
当
該
分
野
の
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
絵
画
資
料
か
ら
の
考
証
も
同

じ
く
有
望
な
方
法
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
祭
礼
の
担
い
手
で
あ
る
人
間
の
側
か
ら
の

現
実

的
な
必
要
性
が
、
つ
く
り
物
の
生
成
を
規
定
す
る
側
面
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ

れ

た
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
い
わ
ゆ
る
美
術
遺
品
と
つ
く
り
物
と
の
比
較
検
討
も
、
有

効
か
つ
重
大
な
課
題
で
あ
る
が
、
両
者
を
直
接
的
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
「
美
術
品
」
の
概
念
か
ら
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
造
形
を
丹
念

に
す
く
い
上
げ
て
い
く
作
業
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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